
1第 幕

La Bohèmeラ・ボエーム

©Ken Howard

あらすじ

ミミ（ソプラノ）

　お針子。屋根裏4人組と同じ家屋の住人、ロドルフォ
と愛し合い、肺の病にすべてを奪われる。ソプラノの
ヒロインではあるが、役柄上、ソフトで抒情的な歌唱
がメインとなる。

ロドルフォ（テノール）

　詩人、屋根裏組1。ミミと愛し合い、そして失う男性主
人公。実質的にはタイトルロールに近い。リリックなテ
ノールの役。

ムゼッタ（ソプラノ）

　歌手。マルチェッロの元恋人。男に媚びを売り、嬌声
を放つも、根はいい人…といった存在。同じソプラノ
でも、かん高い声を上げてミミと対照される。

マルチェッロ（バリトン）

　画家、屋根裏組2。上記3名と随時絡む、物語展開上
重要な役柄。ムゼッタへの思いを終始引きずる。

ショナール（バリトン）

　音楽家、屋根裏組3。重要な歌はないが、街に繰り出
すきっかけとなったお金を作る、ミミの死に気付くな
ど、アクセント的な役割を果たす。

コッリーネ（バス）

　哲学者、屋根裏組4。物語上は脇役だが、第4幕で、
ロドルフォ以外の男声では唯一のアリアを歌う。

ベノワ（バス）

　屋根裏組の住居の家主。第1幕のみに一瞬出る間抜
けな端役。

アルチンドーロ（バス）

　枢密顧問官だが、第2幕で愛人ムゼッタにあしらわ
れる、これまた間抜けなパトロン役。今回はベノワと
同一歌手が歌う。

他に、おもちゃ商人パルピニョール（テノール）、税関
の役人（バス）、巡査部長（バリトン）など

パリの屋根裏部屋

2第 幕 カフェ・モミュス

＜第１幕＞「愛らしい乙女よ」  © Ramella & Giannese

＜第2幕＞「私が町を歩くと」  © Ramella & Giannese

＜第4幕＞「古い外套よ」  © Ramella & Giannese

登 場 人 物

（柴田克彦）

　クリスマス・イヴ。詩人ロドルフォ、画家マルチェッ

ロ、音楽家ショナール、哲学者コッリーネの4人が暮ら

す屋根裏部屋。

　ロドルフォとマルチェッロが、寒さに震えながら仕

事をしている。耐えかねたロドルフォが原稿を暖炉に

くべていると、まずはコッリーネ、続いて首尾よくお金

を稼いだショナールが、食料や薪を携えて戻ってくる。

一同は大喜び。

　すると家主ベノワが家賃を取り立てに現われる。上

手くあしらって追い返し、皆は夜の街へと繰り出すこと

に。ロドルフォは「原稿を仕上げて行くから」と言って

残り、3人は下で待つことにする。

　ロドルフォが原稿を書き始めようとしたとき、ノック

の音がして、お針子ミミがローソクの火をもらいにく

る。だが胸を病んでいるミミは、気分が悪くなり、そこ

に休む。美しい顔に見入るロドルフォ…。ほどなく帰ろ

うとするミミだが、入り口で部屋の鍵をなくしたことに

気付き、風でローソクの火も消えてし

まう（本演出では、ミミが自ら消す）。

ロドルフォはわざと自分のローソクの火も消し、暗闇

の中、2人で鍵を探し始める。ロドルフォは、見つけた

鍵を隠し、探すふりをしてミミの手に触れる。彼は身

の上を語り（冷たい手を）、ミミもそれに応える（私の

名はミミ）。ロドルフォは下から呼ぶ友人たちに先に

行くよう頼み、2人は愛を誓い合う（愛らしい乙女よ）。

　第1幕の直後。パリのラテン街にあるカフェ・モミュ

スの店先は、物売りや群衆で大賑わい。

　ロドルフォとミミが、仲間のもとにやってくる。子供

たちの喧噪の中で食事を始め、しばらくすると、マル

チェッロのかつての恋人ムゼッタが、パトロンのアル

チンドーロを従えて登場する。　

　ムゼッタは、マルチェッロが無視するので、気を引

こうとする（私が町を歩くと＝ムゼッタのワルツ）。心

中穏やかでないマルチェッロ…。彼女は、足が痛いと

言ってアルチンドーロを靴屋に走らせ、その隙にマル

チェッロと抱き合い、皆と合流する。

　ムゼッタは、彼らの勘定書をパトロン払いにし、

戻ってきたアルチンドーロは、金額を見て仰天。

3第 幕 アンフェール門

　2月の雪の朝。オルレアン街道のアンフェール門の

そば。マルチェッロとムゼッタは、門の横にある居酒

4第 幕 パリの屋根裏部屋

　第3幕から数ヶ月後、再び屋根裏部屋。男たちは、

第1幕と同じ生活に戻っている。

　ロドルフォとマルチェッロは、別れた恋人が忘れら

れず、仕事にも身が入らない（もうミミは戻ってこな

い）。ショナールとコッリーネが戻り、4人はふざけて

大騒ぎをする。

　突然ムゼッタが現われ、「ロドルフォのもとで死に

たい」というミミを連れてくる。ミミはベッドに寝かさ

れ、ムゼッタはマルチェッロに「自分の耳飾りを売っ

て、医者と薬を」と頼んで、共にそこを出ていく。そして

コッリーネは、大切な外

套をお金に換える（古い

外套よ）ために出ていき、

ショナールもその場を離

れる。

　2人きりになったミミと

ロドルフォは、昔を懐かし

み、愛を確かめ合う。

　皆が戻り、ミミは眠り

屋の厄介になっている、

　ミミがマルチェッロを訪ねてくる。彼女は、一緒に暮

らすロドルフォと最近上手くいっていない、どうしたら

いいのか…と訴える。そこへ居酒屋からロドルフォが

現われたので、ミミは物陰に隠れる。

　ロドルフォは最初「ミミは浮気な女だから別れる」と

話すが、マルチェッロに問いつめられ、「彼女は重い

病気で、貧乏な詩人と一緒にいては命がもたない…」

と本心を語る。それを聞いてすすり泣くミミ…。ロドル

フォは彼女がいたことに気付き、マルチェッロは、ム

ゼッタの嬌声を耳にして、居酒屋へと走る。

　愛を確かめ合う2人だが、ミミは互いのために別れ

ようと決心し、静かにそれを告げる（さようなら＝ミミ

の別れ）。マルチェッロとムゼッタは派手な喧嘩を展

開。4人の別れの声が交錯する（さようなら、甘い目覚

めよ）。

に落ちる。それぞれが彼女を気遣う中、ミミが息を引

き取っていることに気付くショナール…。仲間の只な

らぬ様子を見て事態を悟ったロドルフォは、「ミミ！」と

叫んで泣き崩れる。
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